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地域の皆様へ感謝の気持ちを込めて！
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　平成７年のシルバー人材センター設立10周年記念事業
として始めた本庁舎剪定奉仕活動、夏祭り清掃奉仕活動
も今年で25年を迎えました。これからも、地域の皆様へ
感謝の気持ちを込め「安全はすべてに優先する」をモット
ーとし、 “ふるさと大牟田”のお役に立てるよう、会員一丸
となり安全就業でがんばります！

普及啓発月間  奉仕活動
 市役所本庁舎  剪定作業
普及啓発月間  奉仕活動
 市役所本庁舎  剪定作業
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

理事長

井形 陽一

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、穏
や

か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、本
市
で
は
新
た
な
市
長
を
迎
え
、

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、災
害
が
毎
年
の
よ
う
に

起
き
て
い
ま
す
。熊
本
地
震
、九
州
北
部
豪
雨
、そ
し
て
昨
年
は
八
月
の
佐
賀
豪
雨
。そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
復
旧
は
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、ま
だ
ま
だ
手
付
か
ず
の
と
こ
ろ
も
あ

り
、一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
、令
和
元
年
度
も
事
業

実
績
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、今
後
も
安
定
し
た
組
織
運
営
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
会
員
の
増
加
、就
業
の
拡
大
、新
規
事
業
の
開
拓
を
図
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
全
国
で
の
シ
ル
バ
ー
会
員
百
万
人
を
目
標
と
す
る
取
り
組
み
に
合
わ
せ
、市
民
参
加
型
の

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、女
性
会
員
の
集
い「
カ
メ
リ
ア
の
会
」活
動
、同
好
会
の

充
実
、会
員
の
声
か
け
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、目
標
会
員
数
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、会

員
の
拡
大
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
団
塊
世
代
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、国
や
自
治
体
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
様
々

な
施
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
元
気
な
高
齢
者
集
団
と
し
て
、

高
齢
社
会
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
組
織
と
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、新
た
な
事
業
の
展
開
と
し
て
、大
牟
田
市
基
準
緩
和
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
所
と
し
て
指
定
を
受
け
、介
護
予
防
・
自
立
に
向
け
た
高
齢
者
支
援
を
開
始
し
ま
す
。こ

の
事
業
が
会
員
及
び
就
業
の
拡
大
に
繋
が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
、ふ
る
さ
と
納
税
の
事
業
や
親
孝
行
代
行
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
取
り
組
み
の
周
知
に
も
、力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
最
後
に
、会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
、ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

大牟田市長

関　好孝

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
大
牟
田
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保
と
と
も
に
、

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、地
域
社
会
の
発
展
に
ご
貢
献
い
た
だ
き
、ま
た
、会

員
の
皆
様
方
に
は
市
政
運
営
に
対
し
、格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、先
の
大
牟
田
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、市
民
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
、
第
二
十
九
代
大
牟
田
市
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、全
身
全
霊
で
職
務
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、本
市
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
率
が
三
六
・
四
％（
令
和
元
年
十
月
一
日

現
在
）に
達
し
、今
後
、地
域
社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、そ
の

中
核
的
組
織
と
し
て
の
貴
セ
ン
タ
ー
の
担
う
役
割
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
識
や
技
能
を
活

か
し
、今
後
も
引
き
続
き
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、年
頭
に
あ
た
り
、大
牟
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご

発
展
と
、会
員
の
皆
様
方
の
無
事
故
、
無
災
害
に
よ
る
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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国
道
二
〇
八
号
線
か
ら
見
る
、五
層
の
塔
屋
を
中
心
に
両
翼
に
広
が
る
大
牟

田
市
役
所
本
庁
舎
旧
館
は
、緑
の
植
栽
の
映
え
る
美
し
い
建
物
で
す
。

　
十
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
促
進
月
間
で
あ
り
、シ
ル
バ
ー

の
こ
と
を
よ
り
多
く
の
市
民
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
活
動
の
一
環
で
、

毎
年
、市
役
所
本
庁
舎
の
剪
定
奉
仕
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
十
月
の
晴
天
の
日
、剪
定
班
の
剪
定
作
業
と
清
美
班
の
木
く
ず
回
収
が
息
を

合
わ
せ
て
手
際
よ
く
、美
し
い
植
栽
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
奉
仕
活
動
に
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

奉
仕
活
動

 【
市
役
所
本
庁
舎
　
剪
定
作
業
】

　
と
　
き
　
令
和
元
年
十
月
五
日（
土
）八
時
開
始

　
参
加
者
　
剪
定
班
三
十
五
名
、清
美
班
十
三
名

　
　
　
　
　
職
員
九
名
、合
計
五
十
七
名

 【
生
き
が
い
創
造
セ
ン
タ
ー
剪
定
・
除
草
奉
仕
】

　
と
　
き
　
令
和
元
年
十
月
十
二
日（
土
）八
時
開
始

　
参
加
者
　
剪
定
班
三
十
八
名
、除
草
班
四
十
八
名
、清
美
班
十
五
名

　
　
　
　
　
職
員
十
一
名
、合
計
一一
二
名

と　き　令和元年１０月４日（金）
ところ　大牟田市役所 本庁舎

　新たに選任された安全・適正就業委員会
の委員と事務局による安全パ
トロールを実施しました。
　安全基準や安全意識の再確
認を行い、“事故ゼロ”を目指
しましょう。

　普及啓発月間の活動として、シルバー人
材センター事業への支援要請行動を行いま
した。
　甲斐茂利副市長、境公司市議会議長へ井
形理事長より要望書をお渡ししました。

「安全はすべてに優先する」
安全パトロール実施

支援要請行動

普及啓発月間
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令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の「
わ
く
わ
く
シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ス
タ
」は
、こ
の
上
な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
セ
ン
タ
ー
の
周
り
は
開
店

前
か
ら
長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ

ン
グ
後
、し
ば
ら
く
す
る
と「
詰
め
放
題
百
円
」の
パ

ン
パ
ン
に
つ
ま
っ
た
袋
を
両
手
いっ
ぱ
い
抱
え
て
い
る

お
客
様
と
半
額
商
品
を
お
買
い
求
め
の
お
客
様
で

会
場
は
た
いへ
ん
な
賑
わ
い
で
し
た
。

　
ま
た
、ワ
ン
コ
イ
ン
体
験
教
室
の
コ
ケ
玉
作
り
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、一
家
四
人
で
参
加
さ
れ
て
い
た
七

才
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
四
才
の
妹
さ
ん
が
、お
父
さ
ん

に
負
け
ま
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
姿
が
と
て
も

微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
が
み
ん
な
で
楽
し
み

を
分
か
ち
合
う
素
敵
な
フ
ェ
ス
タ
で
し
た
。運
営
に

携
わ
る
事
務
局
を
は
じ
め
お
手
伝
い
の
会
員
の
皆

様
、ジ
ャ
ー
坊
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
広
報
委
員
　
堺
　
扶
二
子
）

と
　
き
　
令
和
元
年
十
月
二
十
六
日（
土
）

と
こ
ろ
　
大
牟
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

オープン前から大行列!!

ジャー坊と
協力頂いた会員の
みなさんと最後に一枚

第６回
わくわくシルバーフェスタ 2019わくわくシルバーフェスタ 2019
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と　き　10月19日(土)

　11月３日、炭鉱（やま）の祭典が、世界文化遺産の宮原
坑・三池港・万田坑の三か所を拠点に今年も盛大に開催
されました。
　シルバー人材センターが担当する宮原坑では駛馬小６
年生とPTAによる駛馬大学校開校、三池工業の炭鉱電車、
地元のかっぱ祭り実行委員会と協力し、昭和の遊び、挑
戦コーナー、体験コーナー、手作りの体験コーナーと盛り
だくさんの内容でした。
　ステージイベントでは、はやめ幼稚園児の太鼓演奏、宮
原中吹奏楽、三池工業軽音楽部、吉野太鼓などの熱演や
司会の原愛梨さんの見事な書道パフォーマンスなど本当
にすばらしい祭典でした。実行委員会の皆様、参加者の
皆様、大変お疲れ様でした。
　　　　　　　　　　　　（広報委員　兼近　建治）

　宮原坑に残る唯一の炭鉱社宅「白坑社宅」。その住居部分をショップ・カフ
ェスペースとして活用しようと大牟田市から委託された有明高専の建築コー
ス、正木ゼミ生がカウンターや棚などの什器、椅子などのデザインを考案。
　制作は、駛馬小学校・宮原中学校・三池工業高校・有明高専生の地元の
学生たちが多年代にわたり、協力し合って完成しました。
　生まれ変わった「白坑社宅」にご来店お待ちしております♪

とき  令和元年11月３日（日・祝）

DIY
白坑社宅

社宅の「ベランダ」のデ
ザインを取り入れたカウ
ンターのほか、「櫓（やぐ
ら）」の椅子など、随所に
“宮原坑らしさ”が盛り込
まれています！

大作戦大作戦宮原坑宮原坑
みやのはらこう
Welcome
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～エイジングと化粧のちから～

　資生堂より、ビューティセラピストの吉村様、堀様を講師に迎え、60歳以上の女性を対象と
した「いきいきビューティセミナー ～エイジングと化粧のちから～」を開催しました。
　女性会員拡大事業の一環として企画したもので、一般市民の方にもご参加いただき、年齢を
重ねるごとに起こる４つの変化などを学びました。
　眉の書き方テクニックや、リフトチークでより明るく仕上げるメイク法など普段のメイクに
も簡単に取り入れることのできるコツを教えていただき、メイクをすることが心までも明るく
させることが実感できました。　　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員　中村 宏子）

　カメリアの会の発足から早いもので１年を迎えました。第2回となる今回は、「プチコーン」
講習会を企画。プチコーンとは、ハラン（葉）を受け皿としたフラワーアレンジメントです。講師
には、生花店グリーンハウスの沖先生を迎えました。ミズゴケやルビーレッド、ギヌラパープル
など7種類の苗をバランスよく寄せ植えして先生にアドバイスをいただきながらやっとで完
成しました。出来上がったプチコーンは、自宅に飾り、朝を迎えるたびに楽しい時間を思い出
しています。
　カメリアの会は、新しいことへの挑戦、達成、交流と楽しい時間を過ごすことができ、私たち
を生き生きと元気にしてくれる良い刺激となっています。今後も楽しい交流会を企画してい
きますので、多くの会員の皆様のご参加、ご協力をお願いします。　　（広報委員　中村 宏子）

「プチコーン」講習会
第２回 カメリアの会

いきいきビューティーセミナー

シルバーで 輝く 女性会員のつどいシルバーで 輝く 女性会員のつどい

◆とき 11月27日（水）◆参加者 30名

◆とき 11月14日（木）◆参加者 19名（会員9名、一般市民10名）
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　令和２年度も会員登録を希望される方は、3月31日(火)までに、セン
ターへ会費を納入することとなります。
◎会費：会員年会費3千円＋会員互助会費1千円＝合計４千円
＜会費納入の方法＞
　　◆１月分配分金が4,000円以上の会員の方
　　　１月分の配分金（2月25日振込）から差し引きます。
　　　　3月31日までに退会届が出た場合返金します。
　　◆１月分配分金が4,000円未満または未就業の会員の方
　　　　①本人が直接、センター事務局に納入する。
　　　　②本人の郵便局口座（通帳）から郵便局ＡＴＭにて振り込む
　　　　　（振込先）№17440-74512291
　　　　　　　　　　公益社団法人　大牟田市シルバー人材センター
　　※領収証：①の場合は、納入と同時にお渡し、②の場合は、取扱　
　　　明細書が領収証となります。
　　※会費納入期間　令和２年２月17日（月）～３月31日（火）

＜締切等＞
　（1）退会される方は、２月７日（金）までに、事務局へ連絡し、退　
　　     会届を提出してください。
　（2）３月31日（火）までに会費納入がない場合は、会員継続の意思
　　     がないものとして退会処理をさせていただきます。

① 配分金支払証明書について（確定申告の際必要となります）
　 ※令和元年分配金等支払い証明書は圧着ハガキにて発送の予定です。
　 　尚、上記分配金等のほか報酬等の支給を受けている方には、別途封書より証明の送付をいたします。　
　　 発送時期：令和２年1月下旬予定
② 配分金の確定申告について
　 当センター会員が得た報酬（配分金等）は、所得税法上では、「雑所得」として扱われます。
　「雑所得」の金額は、総収入金額から実際にかかった必要経費を差し引いて計算することになっています。
　 しかし、配分金収入に係る必要経費の金額が65万円未満の場合、配分金は「家内労働者等の事業所得等の
　 所得計算の特例」に該当し、65万円を上限に配分金収入より控除できます。また、配分金収入に係る必要
　 経費が65万円以上ある場合は、その金額を控除できます。
　 　尚、給与収入がある方で、その金額が65万円以上あるときは、この特例は受けられません。
　 　また、公的年金を受給されている方は、公的年金控除を行えます。

お問い合わせは直接税務署へ
◎還付申請の詳細、計算方法や書き方等、申告等に関するお問い合わせは各税務署へ直接お問い合わせください。
　大牟田税務署　0944-52-3245

事務局からのお知らせ

生きいき
 シルバー農園会費の納入について

美味しい倉永米（玄米）を
ショップで販売中！

数量限定！
　　お早めに！！

１袋（30kg入り）

８,０００円
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シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
、十
年
目
を
迎
え
ま
す
。シ
ル
バ
ー
で

の
仕
事
は
、大
牟
田
駅（
裏
口
）駐
輪
場
、ト
イ
レ
、草
む
し

り
を
六
年
、途
中
か
ら
特
別
支
援
学
校
の
送
迎（
月
、水
、

金
）も
五
年
位
や
っ
て
き
ま
し
た
。今
は
、宮
原
坑
の
ト
イ
レ

清
掃
を
や
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、毎
日
ト
イ
レ
を
ホ
テ

ル
並
み
に
床
ま
で
手
で
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
て
い
ま
す
。子
供

四
人
、孫
九
人
、ひ
孫
五
人
で
す
が
、遠
く
で
生
活
し
て
い

ま
す
。
親
戚
の
同
年
輩
の
女
性
と
、息
子
の
家
の
近
く
に
一

軒
家
を
借
り
て
、共
同
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
方
が

施
設
に
入
っ
た
の
で
、今
は
一
人
で
の
ん
び
り
生
活
し
て
い
ま

す
。楽
し
み
は
自
宅
と
息
子
の
庭
の
草
む
し
り
、そ
し
て
少

し
の
焼
酎
を
飲
ん
で
テ
レ
ビ
を
観
る
こ
と
で
す
。元
気
な
う

ち
は
、ま
だ
ま
だ
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭和11年生まれ

大石 チズ子さん
（天の原２）

　
平
成
二
十
五
年
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
六

年
に
な
り
ま
す
。入
会
後
は
衣
料
班
の
班
長
と
し
て
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。衣
料
班
は
現
在
五
名
で
、着
物
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
エ
プ
ロ
ン
を
作
っ
た
り
、ワ
ン
ピ
ー
ス
を
作
っ
た
り
し
て
お
り

ま
す
。今
は
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
や
、小
物
作
り
な
ど
、手

芸
で
毎
日
を
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

手
鎌
地
区
公
民
館
や
勝
立
公
民
館
の
手
芸
教
室
で
二
十
〜
四

十
名
の
皆
様
に
小
物
作
り
を
他
の
先
生
方
と
一
緒
に
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
十
日
市
の
出
店
参
加
や
、Ｒ
Ｋ
Ｂ
ラ
ジ
オ
祭
り

の
参
加
は
私
の
楽
し
み
の
行
事
で
す
。
今
年
も
健
康
第
一
に

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
精
を
出
し
、沢
山
の
楽
し
い
作
品
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

昭和23年生まれ

平田 ひさえさん
（明治２）

浦
　
本
　
九
州
男

古
　
賀
　
俊
　
幸

森
　
田
　
久
　
光

石
　
川
　
則
　
明

鈴
　
木
　
正
　
樹

佐
　
藤
　
常
　
夫

吉
　
本
　
義
　
幸

菊
　
本
　
秋
　
保

増
　
田
　
博
　
明

古
　
賀
　
ス
ミ
コ

大
　
石
　
チ
ズ
子

中
　
嶋
　
鐵
　
美

辻
　
　
　
信
　
道

小
　
柳
　
明
　
夫

岩
　
本
　
文
　
夫

有
　
田
　
信
　
一

荒
　
木
　
え
み
子

大
　
橋
　
千
津
子

池
　
田
　
俊
　
隆

平
　
田
　
ひ
さ
え

藤
　
本
　
和
　
男

古
　
賀
　
義
　
勝

藤
　
好
　
恒
　
徳

村
　
上
　
茂
　
美

森
　
　
　
泰
　
昭

松
　
浦
　
謙
　
一

髙
　
田
　
耕
　
一

末
　
吉
　
千
　
秋

上
　
野
　
淑
　
子

髙
　
巣
　
廣
　
子

本
　
村
　
祥
　
一

内
　
野
　
義
　
信

吉
　
住
　
美
代
子

永
　
野
　
正
　
博

菊
　
池
　
正
　
德
　

池
　
松
　
由
比
勝

野
　
田
　
　
　
均

廣
　
田
　
貞
　
一

竹
　
本
　
廣
　
孝

山
　
口
　
敏
　
明

古
　
賀
　
光
　
雄

三
　
原
　
喜
久
雄

永
　
吉
　
章
　
三

荒
　
木
　
啓
　
子

村
　
田
　
一
　
夫

幸
　
喜
　
盛
　
一

福
　
田
　
功
　
二

小
　
西
　
和
　
子

脇
　
本
　
　
　
力

西
　
田
　
久
　
俊

山
　
本
　
マ
サ
子

松
　
本
　
良
　
雄

○
昭
和
十
一
年
生
ま
れ

○
昭
和
二
十
三
年
生
ま
れ

今年（子年）、年男・年女になられる会員さんをご紹介いたします。

〔
五
十
音
順
〕

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
二
十
三
年
に
な
り

ま
す
。入
会
後
は
、家
具
班
の
班
長
と
し
て
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。入
会
前
は
指
物
大
工
と
し
て
、長
年
、箱
、長
持
、机
、

タ
ン
ス
等
、板
材
を
さ
し
合
わ
せ
て
組
み
立
て
、沢
山
の
商

品
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、屋
外
広
告
物
の
仕
事

も
長
年
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。健
康
の
秘
訣
は
、毎
朝
四
時

三
十
分
起
床
、約
一
時
間
か
け
て
普
光
寺
ま
で
妻
と
一
緒
に

登
り
、六
時
か
ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
三
六
五
日
続
け
て
い
る

こ
と
で
す
。ま
た
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、日
々
愛

妻
弁
当
を
持
参
し
て
木
工
作
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。今
後

も
後
輩
育
成
に
力
を
入
れ
て
、ま
た
、皆
様
に
は
木
の（
木
工
）

の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、四
人
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
剪
定
班
の
班
長
を
や
っ
て

い
ま
す
。シ
ル
バ
ー
に
入
る
前
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
回
線
の
切
替

工
事
等
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。剪
定
技
術
の
ベ
ー
ス
は
父
親
の

後
ろ
姿
で
す
。五
年
位
前
に
シ
ル
バ
ー
に
入
り
、剪
定
班
の
中

嶋
章
さ
ん（
故
人
）が
先
生
だ
っ
た
の
で
、今
日
の
自
分
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。あ
ら
ゆ
る
面
で
ま
だ
ま
だ
足
元
に
も
及
び
ま

せ
ん
。中
嶋
さ
ん
が
入
院
さ
れ
、臨
時
的
に
班
長
を
引
き
受
け
、

退
院
さ
れ
た
ら
返
却
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。今
、心

が
け
て
い
る
こ
と
は
勿
論
安
全
第
一
で
す
。嬉
し
い
こ
と
は
お

客
様
か
ら「
良
か
っ
た
！
」と
い
っ
て
い
た
だ
く
一
言
で
す
。趣

味
は
ゴ
ル
フ
で
現
役
の
こ
ろ
シ
ン
グ
ル
ま
で
い
き
ま
し
た
。今
は

単
身
で
す
の
で
、食
事
を
き
ち
ん
と
作
り
、閉
じ
こ
も
ら
な
い

よ
う
に
時
々
、ゴ
ル
フ
と
カ
メ
ラ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

昭和11年生まれ

浦本 九州男さん
（三池１）

昭和23年生まれ

末吉　千秋さん
（玉川）

（
三
　
池
1
）

（
手
　
鎌
2
）

（
高
　
取
2
）

（
大
牟
田
中
央
１
）

（
三
　
池
1
）

（
平
　
原
2
）

（
天
の
原
1
）

（
大
　
正
2
）

（
天
　
領
1
）

（
天
　
領
1
）

（
天
の
原
2
）

（
銀
　
水
3
）

（
手
　
鎌
2
）

（
銀
　
水
3
）

（
明
　
治
2
）

（
吉
　
野
3
）

（
明
　
治
2
）

（
銀
　
水
2
）

（
銀
　
水
2
）

（
明
　
治
2
）

（
三
　
池
3
）

（
銀
　
水
2
）

（
三
　
池
2
）

（
玉
　
　
川
）

（
大
牟
田
中
央
１
）

（
明
　
治
2
）

（
中
　
　
友
）

（
玉
　
　
川
）

（
吉
　
野
2
）

（
中
　
　
友
）

（
高
　
取
2
）

（
手
　
鎌
2
）

（
白
　
川
2
）

（
大
牟
田
中
央
２
）

（
大
　
正
1
）

（
玉
　
　
川
）

（
白
　
川
2
）

（
銀
　
水
3
）

（
三
　
池
1
）

（
手
　
鎌
2
）

（
手
　
鎌
1
）

（
銀
　
水
4
）

（
玉
　
　
川
）

（
み
な
と
2
）

（
駛
　
馬
3
）

（
銀
　
水
1
）

（
天
の
原
1
）

（
大
牟
田
中
央
１
）

（
大
　
正
1
）

（
天
の
原
1
）

（
中
　
　
友
）

（
白
　
川
2
）

私たち年男・年女私たち年男・年女

広
報
委
員
　
山
田
　
隆
二

　
　
　
　
　
野
田
　
　
均

(

(
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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
素
晴
ら
し
い
お
正
月

を
迎
え
ら
れ
た
事
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
会
員
互
助
会
は
、

創
立
し
て
十
一
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
の

依
頼
に
対
し
て
、
就
業
で
き
る
会
員
が
不
足
し

て
お
り
ま
す
。
入
会
の
呼
び
か
け
を
会
員
全
員

で
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
間
の
行
事
を
プ
ラ
ス
し
て
、
皆
様

の
健
康
維
持
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
怪
我
な
く
元
気
で
頑
張
っ
て
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

令
和
元
年
十
一
月
二
十

二
日
、
恒
例
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
二
十

一
名
の
参
加
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
寒
い
中
、
理
事

長
も
来
賓
と
し
て
お
出
で

に
な
り
、
激
励
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
競
技

も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
今
回
か
ら
参
加
者
の

拡
大
を
め
ざ
し
、
賞
品
も

参
加
賞
も
豪
華
に
な
り
、

全
員
に
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
成
績
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

（公社）大牟田市シルバー人材センター
　　会員互助会会報　第13号
　　発行日：令和２年１月吉日
　　発行者：会長　吉岡　靖髙
　　編集者：総務　伊藤　武志

   

会
員
互
助
会
会
長  

吉
岡 

靖
髙

謹
ん
で
新
年
の

　
お
よ
ろ
こ
び

　
　
申
し
上
げ
ま
す

役
員
体
制
、
整
い
ま
し
た

　
　
　
役
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

親
睦
交
流
事
業
の
実
施
状
況
報
告

一
、 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

二
、 

日
帰
り
バ
ス
旅
行

と
も
に
働
く

　
　
シ
ル
バ
ー
会
員
を
増
や
そ
う
!!

　

令
和
二
年
一
月
十
六
日
、
佐
賀
県
呼
子
に
行
っ
て
来

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
会
員
六
十
二
名
、
事
務
局
よ
り

二
名
の
合
計
六
十
四
名
で
し
た
。
今
回
は
、「
観

光
地
を
巡
る
旅
が
し
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応

え
、
呼
子
に
な
り
ま
し
た
。
呼
子
で
は
、
昼
食

に
名
物
の
〝
イ
カ
刺
し
〞
で
す
。
透
明
で
、

コ
リ
コ
リ
し
て
美
味
し
か
っ
た
と
評
判
で
し
た
。

そ
の
後
、
波
止
岬
の
海
中
展
望
塔
で
魚
た
ち
の

泳
ぎ
回
る
姿
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
、
最
後
に
お

さ
か
な
村
で
お
土
産
等
を
購
入
し
て
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。
大
牟
田
帰
着
は
、
予
定
ど
お
り
午

後
五
時
に
な
り
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　慶弔見舞金や傷病
見舞金等の制度があ
ります。これは、あ
くまでも自己申告に
なっていますので、
お忘れないようご申
告下さい。
　ご不明な点は、事
務局にお問い合わせ
ください。

*** お知らせ ***

         ＜順位＞
  優  勝　大寺　邦男
  ２  位　中島紀代子
  ３  位　永野　和浩
  ４  位　古賀スミコ
  ５  位　伊藤　武志
  ６  位　木下　公紀
  BB 賞　浦本九州男
＜ホールインワン賞＞
　　友永　節男
　　中島紀代子
　　大倉　勇二

グラウンドゴルフ大会成績

役　職　氏　　　名　 職　群

会　長　吉岡　靖髙　施設管理
副会長　浦本九州男　リサイクル
副会長　吉田　利廣　施設管理
総　務　伊藤　武志　施設管理
会　計　柴田　敏明　剪定
幹　事　境　　智久　広報配布
幹　事　宗　　昌憲　除草
幹　事　兼近　建治　世界遺産ガイド
監　事　田中　勝征　
監　事　伊藤美也子　世界遺産ガイド

Gojokai dayori No.13Gojokai dayori No.13
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一緒に活躍する仲間を増やし会員１００万人を目指そう！
シルバー会員１００万人を目標とする取組が全国で始まりました。
・地域のニーズに応えることで地域で頼りにされる存在になる
・仕事を通して人の喜ぶ顔が見え、会員が誇りを持てる
・自分にあった仕事で、経験を活かし、能力を発揮することができる
・働くことで社会とつながり、仲間ができて、健康でいられる
今年度は会員数６55人を目標とし、会員拡大に取り組んでいます。
現在の会員数は５８６人です。
会員のみなさん！ ぜひ目標達成できるように、
「会員１人・新会員１人入会させる運動」にご協力をお願いします。

目
指
す
姿

現在
約72万人

　１１月24日から12月15日までの毎週日曜日、計４回、講
師に福岡県介護福祉士会の日高真由美さんを迎え、基準
緩和型訪問サービス従事養成研修が行われました。
　12人の会員さんにご参加いただき、無事、全員に修了証
が授与されました。
　掃除や買い物などの生活支援を必要とする方のサポー
トを通して、介護予防・自立に向けた高齢者支援事業が会
員の就業拡大に繋がるよう、事務局、会員で力を合わせ、
取り組んで参りましょう！

　明けましておめでとうございます。
昨年は元号が令和に変わり、節目の年となりました
が、相変わらず温暖化の影響で異常気象、台風、
豪雨等で大変な１年でした。
　そのような中、日本中が盛り上がったのが日本で
開催されたラグビーワールドカップです。日本選手
の活躍に、みなさんも大興奮されたのではないでし
ょうか。
　令和２年は、穏やかな日々になってほしいもので
す。会員の皆様には安全第一で事故、怪我、病気
等のなき様、日々過ごされることを願います。
　ふれあいも80回を迎え、事務局や広報委員の努
力に感謝しつつ、今後も長続きします様、会員の皆
様の絶大な応援をお願いします。
　　　　　　　　（広報委員長　山田　稔）
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『大牟田市基準緩和型訪問サービス従事養成研修会』

大牟田市主催

　本年も、シルバー人材センターの会員さんが安心・
安全にお仕事できるよう、井形理事長はじめ、役員、安
全・適正就業委員と事務局職員全員で、安全祈願を
行いました。
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